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人間科学部紹介	


•  緑豊かな所沢キャンパスを拠点として、人間の抱える諸問題について
学際的に学び、探求する。	


•  従来の学問体系や学びのスタイルにとらわれず、より柔軟で学際的な
アプローチで今日的な課題に挑戦するため、1987年に創立された人
間科学部。『人間科学』の地平を切りひらく豊かな視点を持った真のリ
ーダー育成をめざしています。	


•  『人間科学』の使命は、人間に関わるあらゆる問題をひもといて、私た
ち人間が、環境を含めて互いに豊かで快適であることの探求。	




2014年度早稲田大学人間科学部パンフレットより	




人間科学部のカリキュラム	


2014年度早稲田大学人間科学部パンフレットより	




大学生としての基礎的知識・スキルを
身につける	


現実の諸問題の解決のためには「自ら考える力」「自らのキャリアをデザイン
する力」が不可欠です。高校までと異なり、一人ひとりが学び方を学び、自ら
の羅針盤を持つことも必要です。１年次の「スタディスキル」や「基礎ゼミ」では、
これらのスキルを実践的に育みます。「学生生活とセルフマネジメント」では、
心と身体の健康、大学の社会的責任や倫理的課題なども考えます。新しい
事柄にチャレンジしたい場合でも心配ありません。初歩から理系科目を学ぶ

ための科目も設置されています。	




スタディスキル	


•  第１回：情報スキルを身につける：パソコンの設定、無線LANの使い方
を学ぶ。	


•  第２回：授業から学ぶ：大学における授業スタイル、ノートの取り方、授
業への参加について学ぶ。	


•  第３回：電子メールの使い方を学ぶ：大学における電子メールのルール、
書き方、送受信の操作について学ぶ。	


•  第４回：文献を探し、レジュメを作る：学術文献の検索、図書館の情報
検索、レジュメの作り方について学ぶ。	




スタディスキル	


•  第５回：アイデアを形にする：発散的・収束的アイデアの出し方、マップに
よるアイデアの出し方、KJ法について学ぶ。 	
	


•  第６回：主張を組み立て、議論する：主張と論証責任、三角ロジック、議論
の方法、グループ討論のルールについて学ぶ。	


•  第７回：レポートを書く：レポートの構成、序論・本論・結論の書き方、正し
い引用の仕方、推敲の方法について学ぶ。	


•  第８回：プレゼンテーションをする：プレゼンテーション、スライドの作り方、
スピーチの仕方について学ぶ	




学生生活とセルフマネジメント	


新入生の導入教育として、今後の学生生活を円滑で充実した
ものとするための基本的な知識および姿勢の涵養を図る。日本
の大学のレジャーランド化が指摘されて久しいが、学習意欲を
もっていても、受験からの解放や自宅を離れるなどの環境変化
と、大学という学舎の特徴である自立・自律を伴う自由のなかで、
戸惑いを覚え、学びへの取り組みが軌道にのらない学生がみ
られる。本科目では、大学や研究の世界、生活や自己管理に
ついて学生自身があらためて考え、卒業後も視野に入れたヴィ
ジョンを形成することを支援する。	
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リテラシー科目で技を磨く	


１、２年次には、社会のあらゆる場面で求められる共通能力としての「リテラ
シー」を集中的に学びます。「データリテラシー」では、グローバル社会を
生き延びる上で重要な「データを読む力」や「統計的に分析する手法」を
基礎から段階的に学びます。「共通プラットフォームPC」を使った実践的な
授業内容は、大学生活のみならず社会でも大きな力を発揮することでしょ
う。レポートや論文の書き方を磨く授業では、チュータからの個別指導を

受けながらライティングスキルを高めます。	




データリテラシーI 到達目標	


•  分野にとらわれないデータ利用の有効性を実感的に理解する	

•  データやその解釈を批判的に検討できる	

•  自分でデータを集めることができる	

•  コンピューターを使ってデータを適切に整理し、加工することがで
きる	


•  図や数値によってデータの情報を要約できる	




データリテラシーII 到達目標	


•  データを一般化するための前提となる収集方法を理解する	

•  データの挙動に対して、確率的な評価を行える	

•  手元のデータに基づく一般的な推論の枠組みを理解する	

•  データ間の関連や差異を捉える分析方法を習得する	




データリテラシーIII 到達目標	


•  統計的仮説検定について，適用上の留意すべき点を理解する	

•  実験によってデータを集める方法を，分析手法と合わせて理解す
る	


•  基礎的事項を応用的観点から捉え直し，実際のデータに適用でき
る	


•  データの特徴に応じて分析手法を適切に選択し，活用できる	

•  データ分析の発展的手法に対する意識を高める	




8.4 連関の検定

という関係が成り立ちます。

8.4 連関の検定

母集団において，カテゴリ数 aと bである 2つのカテゴリ変数間の連関がまったくないという帰
無仮説は，この仮説の下で χ2 値が自由度 (a − 1)(b − 1)の χ2 分布にしたがうことを利用して検
定されます。このため，連関の検定はカイ 2乗検定と呼ばれます。
観測度数を求めるには，条件に合致したセルの個数を数え上げる関数 COUNTIFを利用します。

COUNTIFの書式! "
COUNTIF(範囲, 条件)# $

範囲 ［条件］を満たすセルの個数を数える範囲を指定。
条件 等号や不等号で数える対象の条件を指定する。引用符" "で囲むことに注意。

■使い方 実際には，図 8.1のように使います。セル番地に＄マークを置いて絶対参照しているの
は，他の条件で度数を数えるために数式をコピーした際，データのセル範囲がズレないようにする
ためです。このようにすると，条件の部分だけ変更すれば，各度数を求めることができます。

図 8.1 COUNTIFの使用例

カイ 2乗統計量を利用した検定を Calcで実行するには，関数 CHITESTを利用します。
CHITESTの書式! "

CHITEST(観測度数, 期待度数)# $
観測度数 Calcでは「実測値」と表記される。データで観測された度数のこと。
期待度数 Calcでは「期待値」と表記される。仮定を表現した確率に基づき，観測することが見込

まれる（期待される）度数のこと。

■使い方 関数 CHITESTには，観測度数と期待度数のセル範囲を，この順番でそれぞれ与えます。
具体的には図 8.2のように使用します。
関数 CHITESTが返す値は，p値です。この p値は次のような確率を表しています。すなわち，い
ま，母集団における各カテゴリーの確率が正しいと仮定すると，期待度数に表された度数をデータ
において観測するはずです。実際は，観測度数が得られています。この仮定とデータとの差，観測
度数と期待度数のズレを 1つの数値にまとめたのがカイ 2乗値でした。p値は，このズレ（以上の
ズレ）が仮定の下で観測される確率を示しています。
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